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世界鉱山サミット

イン小坂

村尾智1〕･大岡隆2㌧鈴木洋介2,

はじめに

標記サミットが2年間の準備を終え,1997年10月

30,31日の二日間,秋田県鹿角郡小坂町庚築館に

おいて開催された(写真1).主催者は小坂町で,

後援者として資源エネルギｰ庁,金属鉱業事業団,

国際協力事業団,ドイツ大使館などが名を連ねた.

開会式で小坂町の川口博町長は本会議を｢鉱業

の過去から未来を見通して鉱山所在自治体の生き

残りを探る場｣として位置づけ視点として次の5つ

を掲げた.(1)鉱業が日本の産業に果たした役割,

(2)外国人技術者と明治期の鉱業､(3)世界各地の

鉱山町の事例,(4)リサイクルマインバｰタ事業､

(5)資源循環型社会の模索.これらのうち重点は

(3)から(5)に置かれた.

会議には通商産業省が主催するAPEC環境協力

ワｰクショップのテクニカルツアｰの一団50人も参

加した.本ワｰクショップはAPECのエネルギｰワｰ

キンググルｰプ内に設立されたもので,鉱業活動に

おける環境保全対策問題の検討を目的としている.

写真1会場となった小坂町の庚楽館.明治43年に建て

られた秋田県指定有形(建造物)文化財で,年間

10万人の観光客を集める.

その第1回会合(日本)と機を同じくして今回のサミ

ット開かれることになったため関係者が参加するこ

ととなったものである.この結果全体としては600

人ほどが参加する国際会議となった.会議の様子

はインタｰネットで世界中に発信された(注1).

クルト･ネットｰの顕彰

サミットではまず我が国の鉱業近代化に貢献し

た技師クルト･ネットｰ(写真2)の顕彰式典が行わ

れた.ネットは1847年ドイツのフライベルクに生

まれ1864年フライベルク鉱山大学校に入学,1869

年に優秀な成績で卒業した.その後,製錬や塗料

関係の職についていたが,1872年岩倉具視らの視

写真2クルト･ネットｰ.1885年には明治天皇に拝謁,

勲四等旭日章を贈られている.

1)地質調査所資源エネルギｰ地質部

2)金属鉱業事業団技術研究所

キｰワｰド:鉱業.資源行政､金属資源,地域活性化,リサイクル,

リサイクルマインバｰタ事業,小坂町,通商産業省
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写真3講演するコンラッド･ハインツ市長.1990年,旧東

ドイツフライベルク町長.1994年からフライベルク

市長.

察団がフライベルクを訪問したことが機になり,鉱

山兼製鉱師として来日,明治6年(1873年)小坂に

赴任した.小坂鉱山には4年間ほど滞在し.その間

従来の溶鉱炉を改修､ドイツのマンスフェルト式溶

鉱炉に換え,チャフォｰゲル法(銀)及びハントダグ

ラス法(銅)の2つの湿式精錬法など当時としては

最新の技術を導入し,同鉱山の生産性を飛躍的に

向上させた.小坂の後は東京大学採鉱冶金学科の

初代教授として人材育成に力を注いだ.彼に師事

した多くの者が当時の鉱業界や大学において要職

を得ている.彼の講義録をまとめた｢浬氏冶金学

上冊｣は冶金学の名著として知られている.ネット

ｰは日本文化の吸収にも熱心で｢日本鉱山編｣,｢日

本のユｰモア｣,｢日本からの紙の蝶々｣などの著作

を残している(植田1996a-i).日本鉱山業史研究所

の吉城文雄氏は講演の中でネットｰの業績が先進

的な技術だけでなく地域共同体との交流によって

支えられたものであると述べた.本サミットではこ

うした業績をただ差小坂の歴史を総括する意味で

顕彰式典が行われたものである.

JlCA研修生の意見

これからの鉱山開発と町の発展,環境の保護を

考える時,小坂の体験が役立つように思われる.会

議ではこの点を意識した座談会がJICA研修生を招

いて開かれた.この座談会ではあらかじめ参加者

に質問票を渡しておき答を発表させる形式をとっ

たが,与えられた命題｢秋田･日本･小坂について/

これからの日本に望むもの/帰国後の抱負｣を個人

的なレベルでとらえた人が多かったため単純な回

…璽｢

写真4スタン･クロｰソン氏.1994年にアスペン市地域

開発部長に就任.

答に終始し議論が発展しなかった.ただし短い時

間の中で次のようにまとめた研修生もあった.

(1)鉱山閉鎖など小坂地域が抱える問題には世界

に通じる普遍性がある.

(2)鉱業の問題を経験した小坂は世界に情報発信

できるはず.

(3)第三世界では環境教育が十分でない.JICAに

期待したい.

(4)さらにJICAには総合的な視点を持つ資源環境

プロジェクトを期待したい.

(以上エチオピアのフェザｰ･ギルマ･ムラット氏)

欧米における鉱山町の例

さて,鉱山所在自治体として生き残りに成功した

ところはあるのだろうか.その谷として会議ではド

イツのフライベルクとアメリカのアスペンが登場し

た.フライベルクのハインツ市長(写真3)は銀山町

として栄えたフライベルクが1969年の閉山後,シリ

コン,ガリウムなどを用いる素材産業の町として生

き残っている事,その成功にはフライベルク工科大

学(旧鉱山学校)の存在が大きいことを報告した.

アスペン市のクロｰソン地域開発部長(写真4)は町

がリゾｰト地としての生き残りを選択したと述べ

た.アスペンではスキｰ場に力を入れたほか鉱山

最盛期の歴史的建築物を活用しており,たとえば

オペラハウスで｢アスペン音楽祭｣を行っセいる.こ

の音楽祭はニュｰグロｰブ音楽事典に掲載される

ほど有名なもので毎年ジュリアｰド学院の教授など

一流の音楽家を招聰してレッスンとコンサｰトを実

施している.また昭和62年からは長野市と合同で
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｢ながの一アスペンミュｰジックフェスティバル｣を長

野と東京で開いている.実はアスペンのような例

は日本にもある.炭坑の町飯塚を活性化させる一

因となった｢飯塚音楽コンクｰル｣である(注2).こ

れは昭和57年にスタｰトし,毎年100-150名の参

加者があるが,レベルの高い事で全国的に知られ

ている.上位入賞者の中にはチャイコフスキｰコン

クｰルやショパンコンクｰルに人賞し光人もあり,

飯塚は若手音楽家の登竜門として重要な位置を占

めている.このほか始まったばかりの例としては第

三セクタｰ方式のテｰマパｰク｢美川ムｰバレｰ

(注3)｣がある.これは旧玖珂鉱山の坑道を利用し

たもので冒険気分の味わえる地底王国のほか,地

底農園,地底ホｰルでのコンサｰトなど新しい試み

がなされている.

リサイクルマインバｰタ事業

フライベルクのように鉱山施設を活用する道を

選んだ場合,日本では何ができるのだろうか.ひと

つの答が通商産業省の｢リサイクルマインバｰタ

(RMP)事業｣である.これは有用金属を含む廃棄

物(特にシュレッダｰダスト)やズリ,残土を既存の

鉱山･精錬所でリサイクル処理,無害化,減容化す

る事業で(第1図),平成7年度に事前調査費が,8

年度から10年度まで技術開発費と技術調査事業

費が計上されている二権進母体そある荷台壊墳丘

地局鉱山保安課の亀升陰徳課長は事業の性格を

次のようにまとめて紹介した.

(1)有用金属含有廃棄物のリサイクル

(2)地域共同体との共存

(3)事業の全国展開

このうち三番目の｢全国展開｣というのはある程度

の拡がりがないと経済性が出ないという意味であ

る.本事業のメリットとしては,精錬所がそのまま

使用できる,鉱石処理より低いエネルギｰ消費で

金属回収ができる,ゴミ減量の3点があげられる.

亀井氏の講演の後,｢鉱業施設･技術･人材を活
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バｰタ東日本調査部会作成.
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第､表小坂におけるリサイクルの現状(同和鉱業発表デ

ｰタ).

原材料製品年生産量リサイクル品の割合

銅スクラップ

電気基盤

フィルムスラッジ

およびバッテリｰ

鉛バッテリｰ

鋼

金

銀

鉛
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100トン

4,800トン
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�
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周した環境保全一リサイクルマインバｰタ事業構

想｣と題してパネルディスカッションが行われた.各

パネラｰは具体的数値を示し,詳しい現状報告を

行った.同和鉱業からは小坂精錬所におけるリサ

イクル品のおおよその割合が紹介され(第1表)､回

収率向上の余地があると指摘された.家電製品協

会の発表では業界が産業構造審議会の議論を受

けて使用済み製品を引き取りリサイクルする事にし

たが,廃家電装晶の処理場建設にあたって法令上

の問題がある点が指摘された(注4).日本自動車

工業会からはELV(End-of-LifeVehiclesの略)処

理の現状が報告された(第2図).ELyはシュレッダ

ｰで切断され,回収可能な部品は極力回収され

る.しかし有機物を含むプラスチック類(シュレッダ

ｰダスト:第2表)は現在の技術で十分処理できな

いため,管理型埋立設備に搬入されている.しか

し,その量は膨大で,青森･岩手･秋田の三県だけ

でも月々約4千トンにのぼる.この問題解決のため

業界では｢リサイクルイニシャティブ｣という計画を

立てており,車のリサイクル率を向上させて,徐々

に埋め立て量を減らすことにしている.たとえば

2015年以降,埋め立て量は対96年比で1/5以下に

なる.また2002年以降はELVのリサイクル率を

�解体�業者(約5,000)�

再利用部品�リサイクル材料�ポデイｰがら�廃棄物･オイル

��─
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第2図使用済ゑ自動車の処理工程.数字は重量パｰセ

ント.ASRはAutoShredder･Residueの略,すな

わち自動車のシュレッダｰダスト.日本自動車工

業会合城高之部長発表資料.

第2表シュレッダｰダストの組成の一例.
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85%に,2015年以降は95%にする予定で■ある.こ

れに関連して日鉱三日市リサイクル(株)や日本自動

車研究所ではシュレッダｰダスト処理の試みが進行

中であると報告された.

一連の報告の中で宮城県鶯沢町の試みは特に

注目を集めた.鶯沢は細倉鉱山を抱えていた自治

体である.葛岡重利町長は鉱山閉鎖後,さまざまな

糸子余曲折を経て,｢資源産業のノウハウを生かし続

ける町づくり｣を選択したと講演した.その結果細

倉マインパｰクが整備され,また鉱山設備を利用し

たリサイクル処理場の建設が検討されている.当面

は冷蔵庫とテレビの処理をめざす(鶯沢町,1997).

なお町長は住民と環境への配慮から処理場建設計

画については住民参加を認める｢パｰトナｰシップ

型リサイクル･マインパｰク構想検討部会｣を設置

したと述べた.この部会は環境事業団所管で町の

管轄ではないが町と意見交換を行う場があり,委

員の半数程度が町民である.

地域活性化のあり方

会議2日目後半のパネルディスカッション｢環境と

調和した地域活性化の探求一鉱山所在白治体,休

廃止鉱山所在自治体の地域活性化対策について｣

ではまずイタイイタイ病を経験した神岡の現状が川

上位町長から紹介された.神岡ではその苦い経験

から環境保護･整備に力を注ぎ,自然と共生する

個性的な町づくりを進めている.またリサイクル事

業の誘致など神岡鉱山の資源枯渇を視野に入れた

政策をとろうとしている.この後の討論ではハインツ

市長から｢各自治体の開発優先順位はどのようにな

っているか｣という質問が出た.これに対し川上町

長は老人福祉など生活環境の整備が最優先という

考えを示した.また川口町長は環境政策が基本で

あり,また人間形成の場を重視した丑寧域のコミュニ

ケｰションづくりが重要という見解を示した.ハイン
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第2図採択された小坂宣言.

ツ市長はさらに同和鉱業が小坂にどのような支援を

行うのかと尋ねたが同社の原田謙三社長は新たな

雇用創出が支援と考えている旨を表明した.

司会を担当した秋田県商工部深野弘行部長は積

極的に会場から意見を求めたが,3ヵ国語の通訳

のおかげで言葉の壁がなく,地元庚楽館というアッ

トホｰムな雰囲気が手伝ったためか,興味深い指

摘が聴衆の側から次々に出された.秋田大学の留

学生からは小坂の人口が15%減なのに対し､山を

隔てた十和田湖側では自然が守られ観光地として

有名であるにもかかわらず人口減少が60%にもの

ぼる事,すなわち自然の保全だけでは人は集まら

ない例が紹介された.ある工場の社員からは製造

業が蓄積してきたノウハウの体系化と社会へのア

ピｰル,製造業への偏見の払拭が必要との指摘が

あった.また知的レベルの高い人材を集められる

職場はどのようなものか,地域開発に資する人材

育成,交流はいかにあるべきかなど熱心な討論が

展開された.

終わりに

会議では最後に｢小坂宣言｣が採択され川口小

坂町長がこれを読み上げた(第2図).その要点は

(1)資源リサイクルのため鉱業技術の向上に努める

事､(2)循環型社会の構築をめざす事,(3)新たな

産業として動き始めた鉱業とともに地域振興に努

める事,である.続く閉会の挨拶で町長は｢小坂を

人間形成の場としたい｣と述べた.この言葉に代表

されるように本会議では｢環境｣という言葉が単な

る自然ではなく｢人間が人間として成長できる周囲

の状況｣としてとらえられた.これは地域コミュニテ

ィｰを意識した当然の結果とも考えられるが重要

な視点である.地域開発がもはや経済のみで語る

事ができない事は指摘されて久しい.1990年の

UNDPによる人間開発指標(HDI)提唱以降,各国

の開発戦略には人間申心の考え方が盛り込まれる

ようになっている.1996年のODA自書でも90年代

における開発問題の中心的位置を占めるのがこの
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点であるとはっきり記述されている(外務省,

1996).今回の会議は国内,国外を問わず開発に関

わる人々の間にこうした意識が定着しつつある事

を感じさせた.

さらに本会議は資源技術の必要性を再認識させ

るものであった.資源技術の内容は社会の要請に

応じてどんどん新しくなる.決して過去の遺物では

ない.｢リサイクルマインバｰタ事業｣でもこれまで

の資源産業のノウハウが生かされるとともに新技附

が生まれるはずである.全国規模で展開する本事

業は鉱山所在自治体の生き残りを考える上でも興

味深い.今後の動向に注目したい.

謝辞1エリザベト音大のエヴァルト･ヘンゼラｰ教

授にはアスペン音楽祭について,内田陽一郎教授

には飯塚音楽コンクｰルについてお教えいただい

た.世界鉱山サミットイン小坂参加にあたっては国

際協力事業団筑波研修センタJ,国際鉱物資源開

発協力協会および日本国際協力センタｰよりさまざ

まな支援をいただいた.記して御礼申し上げる.

注1現在は小坂町のwwwで概要を閲覧可能
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注2連絡先:飯塚文化連盟TEL:0948-22-3274

注3連絡先:美川開発株式会社TEL:0827-77-0111

注4例えば処理場建設の許可は県から降りるが使用

許可は市町村の担当で,一括した許可制度が存

在しない.
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